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会計

事業タイプ

経費区分

学習会の組織・運営・連絡等を市職員が行う。シンポジウ
ム・講演会等の実施も市職員が行う。

事
業
費
／
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H23（2011） H24（2012）

300予算額

区分
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

間部詮勝間部詮勝間部詮勝間部詮勝プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

開始年度 2011 終了年度 2014

目的 第7代鯖江藩主であり幕末動乱期の老中として国政に当った間部詮勝の功績や歴史的評価について、正しく検証し、市内外へ
アピールする。平成23～26年度の4ヶ年計画で実施。それぞれ年度ごとにテーマを設定して、市民参加の学習会をベースに記
念講演・シンポジウム・啓発書籍の刊行・映像資料の作成・特別展の開催などを実施していく。（年度テーマ　→　平成23年
度「天保の改革と詮勝」・平成24年度「鯖江の藩政改革」・平成25年度「開国と幕末動乱」・平成26年度「気概の人　間部詮
勝」）
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事業名

部署名 文化課

①「さばえ幕末明治維新を学ぶ会」を立ち上げ、学習会の開催し、間部詮勝の即席をたどる（4年間、月1回）、②講演会・シ
ンポジウムの開催（4年間、基調講演3本、シンポジウム1回）、③啓発書籍の刊行（一般向けガイドブック・解説書・マンガ
人物史・シンポジウム記録集、④映像ソフトの制作（まなべの館展示ソフトの更新）、⑤テレビ番組の制作（半生を描いたド
ラマ・人物史をテーマにした企画番組）、⑥銅像の制作、⑦ウォーキングラリーの開催（詮勝・鯖江藩の足跡をたどるイベン
ト）

事業コード

2910

概要
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

単独事業

物件費
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体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
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体
系

総
合

計
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体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

学習会の開催回数 目標値 12121212 12121212 12121212 12121212回

実績値 18181818

シンポジウム参加人数 人 目標値 100100100100 100100100100 100100100100 100100100100

計算
根拠

企画の趣旨に触れた人数を指標とする。

実績値 200200200200

達成率
（％）

200200200200

実数値

ランク AAAA

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

歴史・伝統・文化を伝承し
創造する

文化・芸術

基本目標 属性 基本施策

文化財の保護・活用

実施施策

2052

「鯖江ブランド」づくり 歴史文化郷土の誇りを未来につなぐまちづく
り

重点施策 分類（大） 分類（小）

723

H23事業名 間部詮勝プロジェクト 2910

343
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

鯖江藩主間部家および老中「間部詮勝」を顕彰すべきとの声は以前よりあった。根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

郷土に誇りを持てる子供たちを育てるという教育的観点からも郷土の偉人顕彰事
業は行政は実施すべき。

根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

現在は市民参加学習会と講演会を主体とした事業内容であり、その講師も市職員
や市民（無償）が中心で、これ以上削減する余地はない。

根
拠

国、県、財団法人等の補助申請を行っているが、現時点では補助対象事業として
の認定が得られていない。

根
拠

学習会や講演会で得られた成果を、書籍や映像資料として広く配布していけば、
その成果は目に見える形となって流布していく。

根
拠

引き続き、基礎的資料収集と学習会・講演会を中心に
実施する。

内容拡大内容拡大内容拡大内容拡大
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取
組

み

【平成25年度　方向性】

当プロジェクトはH23年度から26年度までの事業として
取り組んでいるが、26年度の節目の年となる前のH25年
度以降は、間部家に関する冊子刊行やテレビ番組・映
像資料・グッヅなどの作成等が必要である。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 間部詮勝プロジェクト 2910
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